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Current status and issues of the nursing of schizophrenic patients with cancer: a proposal for 
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【論文の内容の要旨】 






























プローチの異なり】，②Structural : S【病棟の構造的問題】，③Loss : L【尊厳の喪失】が抽出
された．一方で「希望」を表すカテゴリーとして①Connection : C【他者と連携して治療環












かつ喫緊の課題をテーマとしている．1 から 3 章にわたり，一般診療領域とは異なる状況下
で，がんを合併した統合失調症患者や支援者が直面する課題や問題点，たとえば精神病院
におけるがん告知の困難さや不十分な健康管理の実態を重層的に整理している．文献レビ



















1 月 25 日午後に，学位申請者による本論文内容のプレゼンテーションおよび 3 名の審査
委員による質疑が，2 時間強にわたり最終試験として行われた．そこでは，本論により長期
入院患者ががん検診を受診できていない現状や、不適切な日常生活の健康管理の問題が浮
き彫りにされているとの指摘がなされた．さらに，総合病院精神科や一般身体科病院への
転院が難しい状況で，精神科看護師に求められるニーズは多様かつ専門化しており，精神
科看護師の本来業務である精神症状ケアに加え，緩和ケアや身体観察のスキルアップが求
められていることが明らかになった。今後、精神保健福祉士や公認心理師，理学療法士と
の連携が必要である。一方で，数量的データに十分な統計解析が加えられていない，緩和
ケア客観尺度の評価方法や分析手法には検討の余地がある，帰納的な質的研究法としては
語りや思いのテーマがやや絞り込まれすぎている，総括の内容に研究課題から得られた知
見と直結していない記述がある，などが問題として指摘され、今後の改善がもとめられた． 
総括すると，テーマ設定は適切で興味深く，先行論文を充分総説し、結果の一部は精神
保健福祉に重大な警鐘を鳴らす可能性があること，質的研究としての信用性や確実性，適
用性，確証性をほぼ満たしており，考察の論理的記述は妥当であること，研究倫理上の問
題はなく，今後の課題や展望，本研究の限界も明確化されていることが確認された． 
 以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 
 
